
Pleasure News いつもＰ-web・PBCSをご利用頂き、誠にありがと
うございます。　
9月に入り、朝晩などはずいぶんと秋らしくなってま
いりました。季節は進んでいるのですね。
さて、今月も「PleasureNews」をお届けします。
少しでもも皆様のお役に立てれば幸いです。
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ページの先頭なら、 そのサイトのリンクボタン。

最後なら、 問い合わせのリンクや、 「OK」 ボタンなど、

サイトの先頭と最後には、 たくさんのリンクが集中して

います。 この間を素早く移動できれば、 そのぶん次の

操作に早く移ることができます。

そこで、 先頭と最後に最速で移動できるワザをご紹介

します。

そのワザとは、 ページの先頭なら 「Home」 ボタン、

ページの最後なら 「End」 ボタンを押すという単純なも

の。 たったこれだけで、 一瞬のうちにページの先頭、

最後に移動できます。

細かいワザを使いこなして、 仕事の効率アップを目指し

ましょう！

ページの先頭 ・最後へ瞬時に移動するワザ Home

「お気に入りの整理」

End

「Home」ページの先頭に移動

「End」  ページの最後に移動

～ＰＬＥＡＳＵＲＥ　ＮＥＷＳ編集～

今年の夏はうだるように暑い日が少なかったですね。

過ごしやすくはありましたが、夏らしくなるのを待

ってい間に、夏が終わってしまった感があります。

夏が終わったと感じる瞬間は、なぜか寂しくなります。

言葉から来るイメージのせいでしょうか、どうも「晩

夏」や「残暑」など、終わりの気配が漂うものに弱い

ようです。

これが「初」となるとイメージは一転。「初春」「初夏」

等、前に向かう勢いがあって、根拠がないのに

何かいいことがありそうな気がします。

もう秋ですね。日中どんなに気温が上

がっても、空の色や、吹く風はさわや

かです。「初秋」へと、いつの間にか

気持ちは切り変わっていました。

今月の一冊

著：村上 龍

描かれる日本の状況が現在と被り、危機感が募ります。
作中、中学生が「この国には何でもあります。でも、希望だ
けがない」と語る場面があるのですが、実際に、今、この国
の行く末を希望を持って語れる大人はどれだけいるでしょう。
結末が暗くないにもかかわらず、一人の大人として批判され
ているような気持ちになりました。

内容（「BOOK」データベースより）
2002 年秋、80 万人の中学生が学校を捨て
た ! 経済の大停滞が続く日本で彼らはネッ
トビジネスを開始、円圏を巡るアジア通貨
危機では、情報戦略を駆使して意外な結末
をもたらす。その後、全世界の注目の中で、
彼らのエクソダス ( 脱出 ) が始まった。
壮大な規模で現代日本の絶望と希望を描く
最新長編。 

「希望の国のエクソダス」著：村上龍


